
令和４年７月 31日 第　182　号　（ ）議 会 だ よ り 8

賛否が分かれた議案等
※結果欄の意味は次のとおりです。　「○」＝賛成　　「×」＝反対　　「欠」＝欠席
　「可」＝可決　　「同」＝同意　　「否」＝否決　　「採」＝採択　　「不」＝不採択
　「棄」＝棄権　　「承」＝承認　　「認」＝認定　　「適」＝適任と認める
※北田宏彦議員は議長であり、採決に加わりません。
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成議案番号 件　　　　　　名

議案第３号 令和４年度大網白里市一般会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15

陳情第２号 「入札監視委員会の設置のかわりに、既存の監視委員会を活用し
てもらうための陳情」を、再検討してもらうための陳情 不 × × × × × × × × ○ × ○ × × ○ × ○ × 4

議
会
日
誌

　
令
和
４
年　
【
５
月
】

27
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
６
月
】

３
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
開
会

８
日　

一
般
質
問　

３
会
派
８
人
・

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
２
人

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

９
日　

一
般
質
問　

個
人
５
人

　
　
　

全
員
協
議
会

15
日　

議
案
質
疑
・
委
員
会
付
託

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

16
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

市
議
会
第
２
回
定
例
会　

閉
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
７
月
】

１
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

令
和
４
年
７
月
13
日
、
山
武
市
成
東
文

化
会
館
「
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
、

山
武
郡
市
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る
議
員

研
修
に
本
市
議
会
か
ら
15
名
の
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
政
策
学
部
政
策
学
科
教
授
の

山
武
郡
市
議
会
議
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た

出席議員の総員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　　　　　　　　名 結果 議案番号 件　　　　　　　　　　　名 結果

議案第1号 専決処分の承認を求めることについて（大網白里市市税条例等の
一部を改正する条例） 承 議案第8号 令和４年度大網白里市一般会計補正予算（第３号） 可

議案第2号 令和４年度大網白里市一般会計補正予算（第１号） 可 請願第1号 「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関す
る請願 採

議案第4号 大網白里都市計画事業大網駅東土地区画整理事業施行に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 可 請願第2号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請

願 採

議案第5号 大網白里市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 可 発議案第1号 国における2023年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 可

議案第6号 財産の取得について 可 発議案第2号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について 可

議案第7号 市道の認定について 可
※陳情第3号　新型コロナウイルスの集団感染を防ぐための陳情は、賛成者がなく、不採択
となりました。

※本会議欠席のため、堀本孝雄議員は6月16日の採決（議案第１号）に加わっておりません。

令和４年市議会第２回定例会　採決結果一覧

服
部
圭
郎

氏
を
講
師

と
し
て
、

「
人
口
縮

小
に
お
け

る
ま
ち
づ

く
り
」
を

テ
ー
マ
に

講
演
い
た

だ
き
ま
し

た
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
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上　
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利
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委
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忠　
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公
二
郎

委　
　

員　

堀　

本　

孝　

雄

議
会
事
務
局　

℡
（
70
）
０
３
９
０

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

水
田
広
が
る
本
市
に
お
い
て
は
、
淡
い

緑
か
ら
、
深
い
緑
に
な
っ
て
い
く
稲
穂
に

つ
つ
が
な
き
世
の
恵
み
の
音
と
風
を
聴
き

農
業
に
勤
し
む
方
々
の
労
働
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
実
り
の
秋
を
迎
え

る
よ
う
心
か
ら
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
夏
本
番
を
迎
え
た
白
里

海
岸
は
３
年
ぶ
り
に
海
水
浴
場
の
開
設
へ

至
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
往
来
が
は
ば

か
ら
れ
る
中
、
青
い
空
と
海
、
白
い
砂
浜

に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
賑
わ
い
あ
る
夏

の
姿
に
思
い
を
馳
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、海
の
無
事
安
泰
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

大
事
な
税
金
を
ど
の
よ
う
に
、
市
民
の

生
活
に
生
か
し
て
い
く
か
を
議
会
全
体
で

審
査
を
し
て
決
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

市
議
会
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
屋　

忠
和

編
集
後
記

　

市
議
会
は
、
１
年
に
４
回
（
２
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
定
例
会
を
開
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
各
定
例
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ

て
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本

会
議
の
内
容
を
詳
し
く
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
、市
役
所
本
庁
舎
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
た
は
図
書
室
（
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
、
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
白

里
公
民
館
）で
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
や
観
光
協
会
、
商
工
会
の
３
者
が
一

体
と
な
り
作
っ
た
大
き
な
看
板
が
大
網
駅

前
に
あ
る
。
そ
の
中
に
「
よ
う
こ
そ
大
網

白
里
市
」と
い
う
文
字
が
あ
る
。こ
う
い
っ

た
市
の
姿
勢
は
よ
い
。

　
ま
た
、
前
回
の
第
１
回
定
例
会
の
私
の

一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
方
か
ら
、
そ
の
夜
、

こ
ん
な
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。「
24
日

の
市
議
会
で
の
一
般
質
問
、
つ
い
泣
け
て

き
ま
し
た
。
石
渡
議
員
の
一
生
懸
命
な
姿

勢
に
で
す
。」、
そ
こ
で
私
は
次
の
よ
う
な

返
信
メ
ー
ル
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。「
お

困
り
に
な
っ
て
い
る
市
民
の
思
い
を
議
員

は
常
に
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
し
て
何
と

か
解
決
し
て
い
く
道
を
模
索
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
様
方
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一

生
懸
命
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
本
市
転
入
手
続
き
に
つ
い
て
だ
が
、

本
市
の
人
口
減
少
は
大
き
な
問
題
。
そ
こ

で
昨
年
の
１
年
間
の
転
入
者
数
、
さ
ら
に

今
年
４
月
ま
で
の
転
入
者
数
は
ど
う
か
。

答　

昨
年
１
年
間
の
転
入
者
数
は
１
８
１

２
人
、
令
和
４
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の

転
入
者
数
は
６
９
６
人
で
、
１
日
平
均
は

５
．
８
人
で
す
。

　
転
入
者
が
多
く
て
も
転
出
者
が
多
く
な

る
と
、
ま
る
で
ザ
ル
み
た
い
な
も
ん
。
人

口
が
増
え
る
ど
こ
ろ
か
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
く
。
転
入
者
に
よ
り
人
口
も
増
え
る
し
、

税
金
も
増
収
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
転
入
手
続
き
時
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
市
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
や
区
・
自
治
会

加
入
の
ご
案
内
、
そ
の
他
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
最
新
の
広

報
紙
や
議
会
だ
よ
り
、
そ
し
て
市
長
の
挨

拶
文
等
を
お
渡
し
し
て
も
よ
い
。
市
長
も

「
皆
さ
ん
、
こ
こ
大
網
白
里
市
で
一
緒
に

暮
ら
し
ま
せ
ん
か
」
と
動
画
で
言
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。

問
　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
等
の
権

限
が
本
市
に
移
譲
さ
れ
、
調
整
区
域
に
お

け
る
土
地
利
用
の
制
限
が
一
部
緩
和
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。そ
こ
で
、外
部
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
大
事
だ
が
、
実
行
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

市
条
例
に
よ
り
調
整
区
域
の
建
築
物

の
立
地
条
件
の
緩
和
、
市
内
幹
線
道
路
沿

道
へ
の
生
活
利
便
施
設
の
立
地
に
新
た
に

許
可
条
件
を
加
え
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
周
知
で
す
が
、
市

の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
、
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
の
案
内
文
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
、
ま

た
概
要
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
出
前
講
座

で
も
ア
ピ
ー
ル
、
更
に
関
東
財
務
局
千
葉

財
務
事
務
所
に
て
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
前
回
、
市
長
と
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

２
人
で
話
し
を
し
た
が
、
市
長
も
「
す
ぐ

に
周
知
の
対
応
指
示
を
出
し
ま
し
た
」
と

言
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
と
て
も
大
事
な

こ
と
。
本
市
は
市
街
化
調
整
区
域
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
本
市
の
発
展
を

妨
げ
て
き
た
。
改
善
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
。
引
き
続
き
わ

か
り
や
す
い
よ
う
に
外
部
に
ア
ピ
ー
ル
を

お
願
い
し
た
い
。

問
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用

に
つ
い
て
、
本
市
の
今
後
の
対
応
は
。

答　

熱
中
症
対
策
を
優
先
し
、
体
育
の
授

業
や
登
下
校
な
ど
マ
ス
ク
を
外
す
な
ど
指

導
し
ま
す
。

　
兵
庫
県
の
あ
る
中
学
校
で
は
体
育
大
会

の
練
習
を
し
て
い
た
生
徒
22
人
が
熱
中
症

の
症
状
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
全

員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
。
暑
い
中
、

マ
ス
ク
を
し
て
動
い
て
い
れ
ば
ど
う
な
る

の
か
？
普
通
の
人
な
ら
わ
か
る
は
ず
。
日

本
で
は
同
調
圧
力
と
集
団
心
理
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
方
針
で
行
う

と
、
き
ち
ん
と
お
知
ら
せ
す
べ
き
だ
。

個人質問

石
渡 

登
志
男
　
議
員

こ
れ
か
ら
も
常
に
市
民
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
私
は
活
動
し
て
い
き
た
い
！

新
政
ネ
ッ
ト


